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これからの人へ「帰結」していくこと

地震発生から津波到達まで約70分。
避難者：児童71名・教職員16名・住民233名
当日17：30より自衛隊のヘリコプターによる救助が開始。
最後の一人が救助されるまで約27時間。校舎の被害状況や被災直後の様子を伝える写真などから、
荒浜小学校を襲った津波の脅威を知る。

荒浜小学校における、地震発生からの避難、津波の襲
来、救助されるまでの経過を写真や映像で振り返ると
もに、災害への備えについて学ぶ。

荒浜地区の歴史や文化、荒浜小学校の思い出を知る。
震災前の荒浜地区を再現した模型（製作：神戸大学槻橋研）

震災後の荒浜地区
仙台市荒浜地区の震災経験伝承プロジェクト

R５年度みやぎ震災伝承連携推進事業



事業概要

荒浜地区におけるかつての生活と東日本大震災による被災経験、東日

本大震災から現在に至るまでの地域に対する想いなどを撮影したオー

ラルヒストリーを活用して、東日本大震災の経験と荒浜地区のかつて

の営みを伝承することを目的とした、学校教育現場で活用できる防災

教育教材を開発する。

また、撮影したオーラルヒストリーや防災教育教材を周知・啓発する

ためのホームページを整備する。
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事業の成果

1. 荒浜地区で暮らしていた当時の子どもたち（7名）、荒浜小学校元校長の

インタビュー映像、計9本の映像を制作。

2. ホームページを作成し、上記オーラルヒストリー映像を公開。

防災学習用の問いかけ（例）、ワークシートを作成。
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